
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第
九
条
① 

日
本
国
民
は
、
正
義 

と
秩
序
を
基
調
と
す
る
国
際
平 

和
を
誠
実
に
希
求
し
、
国
権
の 

発
動
た
る
戦
争
と
、
武
力
に
よ 

る
威
嚇
又
は
武
力
の
行
使
は
、 

国
際
紛
争
を
解
決
す
る
手
段
と 

し
て
は
、
永
久
に
こ
れ
を
放
棄 

す
る
。 

② 

前
項
の
目
的
を
達
す
る
た
め
、 

 

陸
海
空
軍
そ
の
他
の
戦
力
は
、 

こ
れ
を
保
持
し
な
い
。
国
の
交 

戦
権
は
、
こ
れ
を
認
め
な
い
。 

 

  新聞ＯＢ 

｢九条の会｣ 

２０２５年１１月６日  第１５７号 

東京都文京区本郷 2 丁目１７番１７号 井門本郷ビル６Ｆ 
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〒113- 

0033 

・ 

第
二
章 

戦
争
の
放
棄 

  
 

廃
止
へ
闘
い
は
続
く 

 

イ 

意
の
ま
ま
に 

 
 

民
意
無
視
す
る 

暴
走

車 

  

民
夫 

特
定
秘
密
保
護
法

が
強
行
採
決
さ
れ
た
後
も
、

批
判
的
新
聞
社
説
は
12
月
中

だ
け
で
も
１
３
０
を
超
え

た
。
秘
密
法
が
施
行
さ
れ
る

今
年
12
月
頃
ま
で
に
廃
止
を

求
め
闘
い
は
続
く
。
１
月
の

国
会
包
囲
の
人
間
の
鎖
も
盛

り
上
が
っ
た
。
国
会
審
議
や

廃
止
の
動
き
は
ど
う
な
の
。 

 

九
太 

野
党
が
秘
密
法
の

集
中 

  

審
議
で
指
定
解
除
の
手
続
き

を
質
し
た
が
、
政
府
は
自
由

に
「
（
都
合
の
悪
い
）
秘
密
は

捨
て
ら
れ
る
」
と
答
弁
し
て

い
た
。
秘
密
を
チ
ェ
ッ
ク
す

る
第
三
者
機
関
で
も
「
政
府

内
機
関
だ
け
で
は
問
題
だ
」

の
質
問
に
、
首
相
は
「
私
は
政

府
代
表
で
あ
り
国
民
の
代
表

だ
」
と
し
ら
き
な
お
る
傲
慢

さ
だ
。
国
会
調
査
権
の
確
保
、

公
益
の
通
報
者
保
護
、
過
失

へ
の
厳
罰
な
ど
問
題
点
を
追

求
、
憲
法
違
反
の
悪
法
は
廃

止
す
る
し
か
な
い
よ
。 

 

守
男 

秘
密
に
踏
み
込
ま

な
い
で
運
用
基
準
を
つ
く
る

情
報
保
全
諮
問
会
議
が
開
か

れ
た
。
議
事
録
は
未
公
開
、
発

言
者
も
未
公
開
で
要
旨
だ

け
、
形
を
整
え
る
見
せ
か
け

に
過
ぎ
な
い
。
夏
に
基
準
案

が
出
さ
れ
、
秋
に
は
閣
議
決

定
、
１
２
月
施
行
を
目
論
ん

で
い
る
。
引
き
続
き
廃
止
に

向
け
た
粘
り
強
い
取
り
組
み

が
大
事
だ
。 

●
名
護
市
長
当
選
と
波
紋 

 
 

県
民
こ
そ
主
人
公
貫
く 

ロ 

朗
報
が 

 
 

世
界
に
響
く 

基
地
不

要 

 

進
次 

「
基
地
ノ
ー
」
の
県

民
の
意
思
は
固
い
。
歴
史
的

勝
利
！
地
元
紙
は
大
き
く
報

じ
た
。
金
で
人
の
心
を
奪
う

石
破
自
民
党
幹
事
長
の
買
収

発
言
は
ひ
ど
か
っ
た
。
こ
ん

な
振
る
舞
い
に
怒
り
は
増
幅

さ
れ
た
ね
。
市
長
選
後
「
基
地

は
政
府
が
決
め
る
」
と
い
う

民
意
無
視
の
閣
僚
発
言
も
あ

っ
た
。
市
民
や
地
方
自
治
体

は
黙
っ
て
政
府
に
従
え
と
い

う
民
主
主
義
否
定
だ
。
辺
野

古
の
埋
立
て
工
事
の
「
入
札

公
告
」
は
横
暴
な
や
り
方
だ
。 

 

守
助 

世
界
の
目
が
沖
縄

に
集
ま
り
始
め
た
。
世
界
の

著
名
人
２
９
人
が
連
名
で

「
辺
野
古
基
地
建
設
反
対
・

平
和
と
尊
厳
、
人
権
と
環
境

保
護
、
沖
縄
人
民
支
持
」
を
声

明
、
映
画
監
督
オ
リ
バ
ー
ス

ト
ン
氏
、
ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞

の
マ
イ
レ
ー
ド
・
マ
グ
ワ
ィ

ア
氏
、
平
和
学
の
ヨ
ハ
ン
・
ガ

ル
ト
ウ
ン
グ
氏
な
ど
賛
同
者

が
１
０
０
人
以
上
に
広
が
っ

て
い
る
。
ま
た
辺
野
古
基
地

発
案
者
の
ウ
エ
ッ
ブ
元
米
海

軍
長
官
・
元
上
院
議
員
か
ら

も
、
「
抑
止
力
効
果
意
味
な

し
」
「
県
民
の
意
向
重
視
」
な

ど
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
県
民

の
結
束
、
名
護
市
長
当
選
の

波
紋
は
国
際
的
に
広
が
っ
て

き
た
。 

日
本
国
憲
法 

【部内資料】 

 
 

日時 12月 10日（水） 

13時 30分開場 
▼藤森研さんのお話（14時～） 

▼懇親会（16時～、会費５千円） 

場所 小石川後楽園・涵徳亭 
主催 新聞 OB「九条の会」 

 

藤森研さんのお話を聞いて懇親会へ 
 大勢の参加をお待ちしています 

水道橋駅 

涵
徳
亭 ● 

【藤森研さんの経歴】元新聞労

連委員長、現 JCJ 代表委員 

 

「望年の夕べ」 2025 

「
望
年
の
夕
べ
」
は
ひ
さ
び
さ
の
開
催
と

な
り
ま
す
。
今
回
は
元
新
聞
労
連
委
員
長(

Ｊ

Ｃ
Ｊ
代
表
委
員)

藤
森
研
さ
ん
の
「
高
市
政
権

と
憲
法
９
条
の
行
方
」
と
題
し
て
の
講
演
が

決
定
し
て
お
り
ま
す
。 

公
明
党
の
連
立
離
脱
か
ら
一
転
、
自
維
政

権
の
誕
生
は
故
安
倍
晋
三
氏
の
意
思
を
色
濃

く
受
け
継
い
だ
極
右
政
権
と
言
え
ま
す
。 

社
会
保
障
の
大
幅
削
減
、
軍
事
費
の
２
％

拡
大
表
明
や
国
民
弾
圧
の
ス
パ
イ
防
止
法
、

緊
急
事
態
条
項
の
創
設
な
ど
危
険
な
法
案
が

目
白
押
し
の
国
会
情
勢
を
迎
え
て
い
ま
す
。 

高
市
政
権
の
本
質
と
憲
法
９
条
の
お
話
し

に
、
皆
さ
ん
の
参
加
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

９
条
の
精
神
で
あ
る
武
力
の
永
久
放
棄
と

平
和
を
守
る
こ
と
が
正
念
場
を
迎
え
て
い
ま

す
。
九
条
守
れ
の
運
動
に
全
力
で
頑
張
り
ま

し
ょ
う
。 

 

紅
葉
真
っ
盛
り
の
小
石

川
後
楽
園
を
愛
で
な
が

ら
、
藤
森
研
さ
ん
の
お
話

を
聞
き
ま
し
ょ
う
。 

演
題
「
高
市
政
権
と
憲

法
９
条
の
行
方
」
で
話
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。 

そ
し
て
懇
親
会
で
お
お

い
に
飲
み
食
べ
、
語
り
合

い
ま
し
ょ
う
。 

大
勢
の
参
加
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。 

✽ 

✽ 

✽ 
 

●
同
封
の
ハ
ガ
キ
で
、

▼
「
藤
森
研
さ
ん
の
話
」 

▼
「
懇
親
会
」
の
出
欠
席
を

お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。 

▼
「
ひ
と
言
」
も
出
欠
席
に

関
わ
ら
ず
お
寄
せ
く
だ
さ

い
。 会

場
の
関
係
で
ハ
ガ
キ

は
11

月
25

日
必
着
に
て

お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 
✽ 

✽ 

✽ 
●
懇
親
会
は
会
費
五
千

円
で
す
。
当
日
集
金
い
た

し
ま
す
。 

9 月 25日、ＯB会総会時の涵徳亭入口周囲 

【案内図】ＪＲ総武線水道橋駅西口から徒歩 10
分。都営三田線水道橋駅から徒歩 10 分。都営大
江戸線飯田橋駅から徒歩８分。 

西
門 

・ 

演題「高市政権と憲法９条の行方」 

ひ
さ
び
さ
の
「
望
年
の
夕
べ
」 

ぜ
ひ
お
出
か
け
く
だ
さ
い 

事
務
局
長 

山
口 

文
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・ 
 

声をあげれば日本は変わる 

 

 

 
 

 

 
 

 

自
民
・
維
新
連
立
協
定
に
盛

り
込
ま
れ
た
「
ス
パ
イ
防
止
法
」

成
立
阻
止
の
運
動
構
築
は
急
務

だ
。 

 

「
北
大
生
・
宮
澤
弘
幸
『
ス
パ

イ
冤
罪
事
件
の
真
相
を
広
め
る

会
・
事
務
局
』
」
が
冊
子
「
『
12

月
８
日
』
を
記
憶
し
続
け
る
」
を

発
行
し
た
＝
写
真
。 

太
平
洋
戦
争
開
戦
の
日
に
、

特
高
に
検
挙
さ
れ
た
北
大
生
・

宮
澤
弘
幸
と
、
同
大
英
語
教
師

「
ス
パ
イ
防
止
法
」
策
動
阻
止
へ 

一
読
を
！ 

の
レ
ー
ン
夫
妻
が
、
軍
事
機
密
を

探
査
・
収
集
・
漏
洩
し
た
と
濡
れ

衣
を
着
せ
た
。
そ
の
上
で
戦
前
の

「
ス
パ
イ
防
止
法
」
で
あ
る
「
軍

機
保
護
法
」
違
反
だ
と
弾
圧
さ
れ

た
経
過
が
詳
述
さ
れ
て
い
る
。 

 

「
ス
パ
イ
防
止
法
」
策
動
阻
止

の
た
め
に
是
非
ご
一
読
を
！ 

  

申
込
み
は
、
福
島
清
ま
で
。
一

冊
送
料
込
１
０
０
０
円
。 

m
i
su
zu
ya
@j
co
m.
za
q.
ne
.j
p/

 

改
憲
Ｎ
Ｏ
！ 

軍
拡
Ｎ
Ｏ
！ 

差
別
Ｎ
Ｏ
！ 

誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会
を
‼ 

 

日
本
国
憲
法
公
布
か
ら
79
年
、
文
化
の
日
の
３

日
。
国
会
正
門
前
で
総
が
か
り
行
動
実
行
委
員
会
・

９
条
改
憲
Ｎ
Ｏ
！
全
国
市
民
ア
ク
シ
ョ
ン
が
主
催
し

『
今
こ
そ
平
和
と
い
の
ち
と
人
権
を
！
11
・
３
憲
法

ア
ク
シ
ョ
ン
』
大
行
動
を
開
催
し
ま
し
た
（
写
真
上
）
。 

「
木
枯
ら
し
１
号
」
が
吹

き
荒
れ
た
こ
の
日
、
国
会

議
事
堂
正
門
前
に
２
３
０

０
人
が
集
ま
り
、
新
聞
Ｏ

Ｂ
「
九
条
の
会
」 

か
ら
は

８
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

各
団
体
の
色
と
り
ど
り
の

旗
が
青
空
に
は
た
め
い 

て
い
ま
し
た
。 

 

主
催
者
開
会
あ
い
さ
つ

で
は
、
戦
争
さ
せ
な
い
１

０
０
０
人
委
員
会
の
染
裕

之
さ
ん
は
「
高
市
極
右
政

権
が
誕
生
し
維
新
、
参
政
、

保
守
党
な
ど
改
憲
派
勢
力

が
大
き
く
躍
進
し
軍
拡
へ

突
き
進
む
危
険
な
状
況

に
あ
る
、
憲
法
改
悪
を
阻

止
し
恒
久
平
和
実
現
を

目
指
し
ま
し
ょ
う
」
と
訴

え
ま
し
た
。 

 

そ
の
後
、
立
憲
野
党
の

各
党
か
ら
連
帯
の
あ
い

さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

ス
ピ
ー
チ
で
は
、
伊
藤

千
尋
さ
ん(

国
際
ジ
ャ
ー

ナ
リ
ス
ト)

か
ら
「
ジ
ャ

ー
ナ
リ
ス
ト
と
し
て
56

年
84
の
国
を
取
材
し
た
。

国
内
で
憲
法
９
条
の
碑

が
全
国
に
広
が
っ
て
い

る
、
紛
争
解
決
に
九
条
を

持
つ
こ
と
を
世
界
に
広

め
て
い
く
こ
と
が
大
切

で
す
」
と
訴
え
ま
し
た
。

和
田
靜
香
さ
ん
（
平
和
を

求
め
軍
拡
を
許
さ
な
い

女
た
ち
の
会
）
か
ら
は
メ

ッ
セ
ー
ジ
が
寄
せ
ら
れ

ま
し
た
。 

 

リ
レ
ー
ト
ー
ク
で
は
、

ピ
ー
ス
ボ
ー
ト
の
古
川

敦
子
さ
ん
「
戦
争
で
は
な

く
平
和
へ
、
微
力
だ
が
無

力
で
は
な
い
こ
と
を
実

践
し
た
い
」
と
訴
え
ま

し
た
。 

ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド

に
抗
す
る
防
衛
大
学
卒

業
生
の
会
か
ら
平
山
貴

盛
さ
ん
。
法
律
家
団
体

連
絡
会
か
ら
大
江
京
子

さ
ん
の
挨
拶
を
最
後

に
、
青
空
に
コ
ー
ル
の

声
を
大
き
く
響
か
せ
終

了
し
ま
し
た
。 

 
 

❒ 
 

❑ 
 

 

国
会
前
集
会
参
加
お

疲
れ
さ
ま
で
し
た
。
集

会
後
は
馴
染
み
の
有
楽

町
の
ガ
ー
ド
下
へ
足
元

も
軽
く
楽
し
い
反
省
会

と
懇
親
を
交
わ
し
散
会

し
ま
し
た
。 

 
 

報
告
・
写
真 

山
口
文
昭 

 

▲「九条の会」の仲間 

  お疲れさま会 

 
 

全国の仲間に「望年
の夕べ」にお誘い。
東京まで行けない
よ！。御免なさい。

11・３国会 
前大集会  

▼ 

ぜひ「ひと言」をお送りください
▼１１・３集会に「老いてなお」
元気で国会前に参加の報告です。 

mailto:misuzuya@jcom.zaq.ne.jp/

